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第 4章  10区 の調査
第 7節  Vb層・Vc層・Ⅵ層の遺構

9B― SD36 9B― SD34 0                           10m

0                   2m
|

10B一 SD10
c卜 7 10m       tt C′

3                  2m

層位 角 調 十 質 混入物・そ の他

〕 10YR5/2灰 責褐角 粘 土 にぶい責掲色粘土ブロック・灰白色火山灰ブロック少量

2 25Y4/3 オリーブ褐色 粘 土 黒褐色粘土ブロック・灰 白色火山灰ブ ロック微量

3 25Y5/2 暗灰黄色 粘土

4 25Y4/2 暗灰黄色 粘土

第335図  10C区西部 Vb層・Vc層・Ⅵ層上面平面図、9B― SD34・ 36、 10B― SD10 断面図

10C― SD33(第 335。 336図)Ⅵ 層上面で確認した溝跡で、10C区北部から南壁まで北東～南東方向に直線的に延び、

前述したように同時期と考えられる10C― SD16と接している。幅約 2m、 深さ50cmで、堆積土は自然堆積層である。

遺物は土師器片・須恵器など約30点が出土している。

10C― SD37(第 335。 337図 )Ⅵ 層上面で確認した溝跡で、北壁から南東方向に延び、10C― SD17と重複している。

9B―SD36

角 調 十質

① 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘土質 シル ト
② 10YR4/2灰黄褐色 粗砂

9B― SD34

10YR4/2灰黄褐色 粘土質シル ト

10YR7/3に ぶい苦楕れ )レ ト 灰 白角夫 山灰 み層状 に /1/・最

10YR4/1褐灰角 粘 十雪 シル ト 黒褐角粘 十質 ンル ト小ブ ロ ック少量

10B― SD10
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Aトー 700m  ―引A

0                 2m

Hトー720m

1 10YR5/2灰音褐負 佑十質 シル ト

2 10YR6/2灰責褐色 粘土質 シル ト 灰 白色火山灰ブロック多量

a 10YR4/3にぶい責褐色 粘土質シル ト マンガン粒微量
7 5GY4/1暗 緑灰色 シ,レ ト 白色 シル ト粒微量

5 10Y4/1 灰色 粘土質シル ト 砂質 シル トブロック微量

6 10GY4/1陪緑灰角 f/1/N管 シルト 里楊角承 十暫 シル トか層状 に微 畳

第336図  10C― SK10。 11・ 2牛 23 平面・断面図
10C― SD16・ 33 断面図

幅約80cm、 深さ10cmで、堆積土はVb層 に類似している。遺物は出土しなかった。

10C― SD43(第 335図 )Ⅵ 層上面で確認した溝跡で、南北方向に延びる。10C― SK23を切り、10C― SK21と 10B― SD10

に切られている。なお、小溝群とも重複しているが新旧関係は不明である。幅約80cm、 深さ15～20cmで、堆積土は

Vb層 に類似 している。遺物は出土しなかった。

ηOC― SD44(第 335図 )10C区北西部で部分的に確認したのみで、小溝群の一部である可能性がある。

小溝群 Vc層が遺存する箇所ではVc上面、Vc層が遺存しない箇所では直下のⅥ層上面で確認している。東西・南

北方向のものが認められるが、両者の新旧関係は不明である。幅30～ 40cm、 深さ約 5 cm、 堆積土はVb層 を主とする

単層で、Vc層やⅥ層の小ブロックを含んでいる。溝の間隔は 1,0～ 1.5mの ものが多い。Vb層畑の耕作に伴う耕作痕

と考えられる。

磁)掘立柱建物跡

10B区で10B― SB20。 21・ 32。 34の 4棟が認められた。確認面はⅥ層上面であるが、前述したように本来はVb層上

面からの掘 りこみと推定される。方向は真北から 3°～ 14°東傾している。10B― SB21は 2間× 2間の総柱の建物であ

るが、掘 り方の規模が大きく、礎板も遺存していた。その他の建物は 1間 × 2間または 2間 × 3間程度の小規模な

10C― SK23

層位 色調 土質 混入物 'その他

1 7 5GY4/1暗 緑灰色 粘土質シル ト

2 10Y2/1 オリーブ黒角 砂管 シル ト 砂締 ん層状 に勧量

10C― SD33

層位 色調 土質 混入物・その他

1 10YR5/3にぶい黄褐色 シ,レ ト
2 10YR7/2にぶい黄橙色 火山灰 灰 白色火山灰

7 5GY4/1賠 緑灰角 砂管 シル ト

4 10Ⅵ /1 灰角 シルト 灰 白角 シル ト粒 少量

5 10GY4/1暗緑灰色 砂資 シル ト l■砂少最

10C― SD33

l 5G4/1  暗緑灰色 シルト

2 5GY4/1 暗オリーブ灰色 粘土質 シル ト
5Y4/1 灰負 結十暫 シル ト



PXNo 芦 声 梓痕 径

40h Ⅵ 42)〈 38 9

Ⅵ ?

Ⅵ 60× 48 35 ?

Ⅵ

404 Ⅵ 48× 38

規 模 東西15m+、 2問 +
柱 間 4～ 15m

傾 き 10° E

第 4章  10区 の調査
第 7節  Vb層・Vc層・Ⅵ層の遺構

10B一 SB20

329

175

339

412

190

410

10B― SA7

10B― SA10

3F10 Ⅵ 4× ? ?

Ⅵ 9 ?

Ⅵ 17 9

420 Ⅵ 12 9

規 模 南 北 93m+、 (3間 十 )
柱 間 31m 傾 き 8や E

建物と推定される。

●)上坑

10B― SK17・ 13(第 334図 )10B区南東部にある径70～ 120cmの 円形・楕円形の土坑で、深さはSK17が 60cm、 SK18が

30cm、 堆積土はⅥ層に類似した単層である。遺物はSK17か ら須恵器片などが出土している。

10C― SK9・ 10・ 11(第 336図 )10B区中央部にある径60～ 90cmの 円形・精円形の土坑で、Ⅵ層上面で確認した。深

さ10～ 25cm、 堆積土はVb層 に類似した単層である。

10C― SK21(第 336図 )Ⅵ 層上面で確認した土坑で、10C― SD43を切つている。大きさ3.8× 1.8mの精円形で、深さ

は10cm、 堆積土はVc層 に類似した単層である。

10C― SK23(第 336図 )10C― SK21の南側のⅥ層上面で確認した土坑で、10C― SD43に切られている。長軸2.3mの

長方形か楕円形と考えられる。深さは30cmで 、堆積土は自然堆積層である。

4.10C区 東部～ 10D区の遺構 と遺物

(1)溝跡

10C― SD35(第 337図 )Ⅵ 層上面で確認した溝跡で、10C区南壁から北東方向に延びて10C― SD17に向つているが、北

端部は10C― SD15に切られているので10C― SD17と の関連は不明である。幅14～ 17m、 深さ55cmで、堆積土は自然

堆積層である。遺物は出土しなかった。

10D― SD14(第338・ 339図 )Vb層 上面で確認した溝跡で、10D区東部からlCIE区南部に向つてやや蛇行しながら延

びているが、10D― SD12な どに切られているため部分的に確認できたのみである。平面で確認できた幅は70cm程で

あるが、断面観察では上半が広がる形態をしているので (第 339図 )、 実際は1.5m程であつた可能性がある。深さは

約50cmで 、堆積土は自然堆積層である。遺物は土師器片・須恵器片等が数点出土したのみである。

10D― SD15(第 337図 )10D区西部のⅥ層上面で確認した溝跡で、北西から南東方向に延びているが、SD1004Aや 10D

―SK5な どに切られているため部分的に遺存するのみである。幅約 1.8m、 深さ30cmで 、堆積土は自然堆積層である。

遺物は土師器片・須恵器片などが約30点出土した。

407

210

405

210

401

10B― SB21

333

175

331

180

335

170

434

確認 層 大 き さ 深 さ 津 痛 径

Ⅵ 68× 54 ・9

Ⅵ 68× 64 ?

Ⅵ 10× RF

Ⅵ 70×為4 6

Ⅵ 140× 4 9

Ⅵ 82〉く70

Ⅵ 90× 74 9

Ⅵ 150× 66 9

Ⅵ 70× ? ・9

規 模 東 西 33m、 2間 首 ヤ 3らm、 2FBH

h～ 17m -18m
２ｍ 傾 占 1° E

PttNo 確 認 層 大 き さ 深 さ 柱痕 径

Ⅵ 16× ? 5 ?

Ⅵ

Ⅵ 44×寄6

種 東西 lRm+、 1間 十 面現rlり m十、1間 十

1 8m 9rn

傾 き

10B― SB34
確認 層 1大き さ 深 さ 柱痕 径

Ⅵ

Ⅵ ?

Ⅵ

Ⅵ ヨR× %
Ⅵ うR× 48 ?

In、  l PHH 南北 55m、 2間

5m 26～29m
而 橋 193111+ 傾 き 3° E

10B― SA8
芦 声 契 声

Ⅵ 4× 3()

Ⅵ ?

Ⅵ 36× 30 9

Ⅵ 42× ? ?

規 模 南北 37m+、 (3間 +)
柱 間 11～ 15m イ頃き R

101m+、 (3間 +
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10YR4/2灰 黄褐色
10YR6/2灰 黄褐色
25W/4 浅黄色

粒質凱ド1卵

第337図  10C区東部～10D区西部 Vc層・Ⅵ層上面平面図、 10C― SD35、 SK5・ 12・ 封5・ 16 平面・断面図
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第 4章 10区の調査
第7節  Vb層・Vc層・Ⅵ層の遺構

10D― SD16(第337・ 339図 )

10D区北西部のⅥ層上面で確

認した溝跡で、10D区北壁から

南東方向に向かつているが、

10D― SK5に切られているため、

その東側は不明である。幅1.5

m、深さ65cmで、堆積土は自然

堆積層である。遺物は土師器

片、須恵器片、中世陶器片など

が 5点 出土しているが、中世

陶器片は混入と考えられる。

10D― SD17(第 338・ 339図 )

Ⅵ層上面で確認した溝跡で、

10D区 東部 力ゝ ら10E区 南菩巨イこ

向ってやや蛇行しながら延び

ているが、北側の肩を10D―

SD14に 切 られている。幅は

1.5m程 と推定され、深さは

約30cmで、堆積土は自然堆

積層である。遺物は出土しな

かった。

小清群 Vc層 が遺存する箇

所では Vc層 上面、Vc層 が遺

存しない箇所では直下のⅥ層

上面で確認している。方向は、

南北方向、北西～南東方向、北

東～南西方向などが認められ

るが、これ らの新旧関係は不

明である。幅30～ 40cm、 深さ約

5 cm、 堆積土はVb層 を主とす

る単層で、Vc層やⅥ層の小ブ

ロックを含んでいる。溝の問

隔は1,0～ 1.5mの ものが多い。

Vb層 畑の耕作に伴う耕作痕

と考えられる。

なお、10D区北東部では北

西～南東方向に並行する 2条

の小溝と、その間を埋めるよ

うに並んだ長精円形の窪みを

お
ゝ

ち
呟
一
／
い
Ｎ

下
約働

Ｈ

ＩＩ

Ｈ

Ｈ

＝

１１

〃

＝

畝

悧
―――
町
＝
〃
〃
畝

引 H

第338図  10D区東部 Vc層・Ⅵ層上面平面図
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10D― SD16

0                   2m

75Ⅵ/1 灰色 ンル ト質粘土

564/1 暗緑灰角 砂管 シル ト

(平面図は第337・ 338図 )

確認している。形態は異なるが堆積土は小溝群と同様であるので、これらもVb層畑の耕作に伴う耕作痕と考えら

れる (註 2)。

畝と小溝群 10D区南東部では、部分的ではあるがVb層上面で畑の畝と考えられる盛り上がりを 2条確認した。方

向は北東～南西方向で、幅50～ 60cm、 高さ 2～ 3 cmで 、畝間の間隔は30～ 40cmである (第 338図左下 )。 この直下の

Ⅵ層上面では小溝群を確認しているが、畝の方向や位置とは一致していない (第338図右下)。

は)土坑

10C― SK5。 16(第 337図 )10C区南部に位置する。10C― SK5は 80× 50cmの楕円形で、10C― SK16は 10C― SD28に切

られているが同じく楕円形と考えられる。深さは10～ 15cmと 浅く、堆積土は単層である。遺物は出土しなかった。

10C― SK12(第 337図 )10C区東部に位置する。SD1004Aに 切られているが、長軸1.2m以上、短軸80cmの楕円形と

推定される。深さは10cmと浅く、堆積土は単層である。遺物は出土しなかった。

10C― SK15(第 337図 )10C区南部に位置し、10C― SD35に切られている。4,7× 1.2mの大きな長方形であるが、深

さは10～ 15cmと 浅く、堆積土は単層である。遺物は出土しなかった。

10D― SK9(第 339図 )10D区東部に位置し、小溝群に切られている。2.3× 1.lmの楕円形で、深さは60cm、 堆積土は

自然堆積層である。遺物は出土しなかった。

10D― SD14

10D― SD17

角 調 十 管 混入物 ,そ の他

1 10YR4/3に ぶい責褐色 粘 士 黒褐角粘 十微

つ 5GY4/1 暗オリーブ灰色 シ,レ ト 灰 自儡火山灰 多量

3 75Y4/1 灰色 粘土

4 火山灰 灰白色火山灰

756Y3/1暗緑灰角 ンル ト質粘土 砂粒多量

10Y3/1 オリーブ里付 粘土
7 7 5GY4/1暗 緑灰角 1砂

団 25Y5/2 暗灰責色 粘 土 陽角粘 土ブ ロ ック・灰 白角 火山灰 ブ ロック少昌

□ 25Y5/1 黄灰色 粘土

10D― SK9

層位 色 調 土質

l 5Y3/2 オリーブ黒色 帖土 オリーブ黒色粘土ブロック・灰オリーブ角細砂ブロック微量

2
5Y3/2 オリーブ黒色
5GY4/1 暗オリーブ灰色 態蒜}互層 オリーブ黒色泥炭質粘土・暗オリーブ灰色粗砂ブロッ

ク少量

3

5Y3/2
5Y2/2
5GW/1

・ブ黒色

・ブ黒色
り・ブ灰色

利
利
職 悟,;|ブロツクの混合

4 5Y3/2 オリーブ里任 粁 十

第339図  10D― SK9 平面・断面図、10D― SD12・ 14・ 46・ 17 断面図
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第 4章 10区の調査
第 7飾  Vb層・Vc層・Ⅵ層の遺構

5。 10E区 の遺構 と遺物

(1)溝跡

10E― SDll(第340図 )10E区 西部

に位置する南北方向の溝跡で、10D

―SD14と接続している。10D― SD14

と同じくVb層 上面の溝である。な

お、この面の10E区の調査は南部に限

定したので、北部の状況は不明であ

る。幅 1.6m、 深さ70cmで、堆積土は

自然堆積層である。ウマの歯が出土

している。

小溝群 他の調査区と同様に、Vc

～Ⅵ層上面で小溝群を確認 してい

る。方向は北西～南東方向と北東～

南西方向であるが、両者の新旧関係

は不明である。Vb層畑の耕作に伴

う耕作痕と考えられる。

12)土坑

10E― SK39(第 340図 )10E区 南 西

部に位置する。26× 1.5mの不整楕円

形で、深さは40cm、 大部分が人為的

に埋め戻されている。遺物は出土し

なかった。

10E― SK40(第 340図 )10E区 北 東

部に位置する。2,7× 2.3mの不整形

で、深さは80cm、 堆積土は自然堆積

層である。遺物は出土しなかった。

(註 1)西隣の第 2次調査区ではVa層

とVb層共に層上面で小溝群を確認

している。

(註2)類似した形態のものを9D区Ⅵ

層上面で も確認 している (第 173

図)。

第340図
10E区西部 Vc層・Ⅵ層上面平面図
10E― SK39・ 40 平面・断面図

10E― SK39

1促 ―SK40

層 位 角 調 十質 濡 入物 。そ の rl l

l 10Y3/1 オリーブ黒色 粘 土 黒色粘土。オリーブ灰色シルト質粘土ブロック多量

2 10Y3/1 オリーブ黒色 粘土

1 25Y3/2 黒褐色 シル ト質粘土 砂粒多量

2 25Y2/1 黒角 粘 十

3 25Y4/2 暗灰苦徹 粘 十 下をほに灰白角夫山灰多量

4 25Y4/1 黄灰色 粘 土 灰責色粘土・ 黒色粘土 を層状 に微量

5 うY3/1 オリーブ黒色 粘土 砂粒を層状に微量

6 25Y3/1 黒褐色 砂 黒褐色粘上を層状に微量
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第 8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物

10区の各遺構からの出土遺物については前節までで述べたので、ここでは10区全体に係わる点と基本層中からの

出土遺物について触れることとする。なお、10区の出土遺物の層位・遺構別の集計表は表 107～ 111、 10A～ 10E区に

まとめたものは表140(第 2分冊185頁)である。

1.10区 の遠物 出土状況

10区全体の遺物数を表 140か ら求めると、縄文・弥生土器 3点、土師器6,325点 、須恵器2,895点 、赤焼土器62点、土

師質土器皿類 1,230点、その他の土師質土器 165点、瓦質土器63点、中世の無釉陶器3,241点 (註 1)、 中世の施釉陶器

122点、中国産陶磁器 186点、その他近世の陶磁器など73点、瓦152点、金属製品740点 (鉄製品544点 、銅製品196点 )、

石製品103点、木製品588点、土製品27点、鉄滓497点で、この他にウマやウシの骨や歯などを主とする動物遺存体、

クルミやモモの種子などの自然遺物も出土している。

各種の遺物のうち古代以降の土器類に限ってみると、古代9,282点 (65%)、 中世5,007点 (35%)、 近世73点 と、古

代の土器類が2/3を 占め、残り1/3が 中世の土器となっている。中世の土器5,007点 の内訳は土師質土器 1,395点 (28%)、

瓦質土器63点 (1%)、 無釉陶器3,241点 (65%)、 施釉陶器 122点 (2%)、 中国産陶磁器 186点 (4%)となっており、

土師質土器と無釉陶器が大部分を占めている。無釉陶器3,241点 の内訳は常滑・渥美・東海地方産が1,838点 (57%)、

在地産が1,403点 (註2)(43%)で在地産がやや少ないように見えるが、土器類については破片数に加えて重量も計

測しており (表 140の 下半分 )、 それによると常滑・渥美 。東海地方産が74,840g、 在地産が73ぅ419gであり、重量で

比較すると両者ともにほぼ同じ分量であると言える。

層位・遺構 土師器 須恵器
焼

器

赤

土 調
瓦

土 瀬戸
,廓
意| 石製品 木製岳 土製品 鉄津 その他

皿類 鉢 甕壷 壺甕 鉢 甕 抹 甕壷 ・
器
器
磁
上
陶 鉄 銅

11171

表107 10A区遺物集計表
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第 8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物
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血 登録hTo 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版口径 底 径 器 高

〕 J-32 10A― I層 (H‖蔀)角皿 1/4 (157) (121)

2 Ic-56 陶器r古瀬戸)析縁小皿 口縁 ～ 体 部 片 知 、 中 I～ Ⅱ期 101-2

3 10A― 14・ Ⅲ層 陶器 (古瀬戸)折縁深皿 口縁モ 灰 釉 、 中 Ⅲ期

4 「c-132 10A― 4・ Ⅲ躍 陶 器 古瀬戸 )T日皿 □ 灰 釉 、後 I期 01‐4

〔 10A― H4・ Ⅳa層 陶器 (古瀬戸 )折縁深皿 回 灰 釉 、 中 Ⅱ期 101-5

6 Ic 137 10A― H4・ Ⅳ a層 陶器 (盲瀬戸 )四耳 豆 口繊 召

`小

片 101-6

7 Ic 135 10A― H2・ 3/a 欲 底部 小 片 ロクロ謂啓休蔀猟雨下端同転ヘラケズリ、内面磨滅、山茶碗窯系 101-7

8 Ic-136 東 海 鉢 底郡 小片 ロク ロ調 整 、 内面 磨 減 、 山茶 碗 窯 系 101-8

9 Ic‐ 5留 陶 器 常 滑 片 口鉢 口縁 音Б/1ヽナ ロクロ諦雫

0 10A― 4・ Ⅲ雇 陶 器 常 滑 甕 口縁 吾胚/1ヽ ヨコナデ、 5型式
10A― 5・ Ⅳa層 陶 器 常 滑 甕 □綴 吾К/ト ヨコナデ、6a型 式

Ic 10A 2・ Ⅳa層 陶 器 常 滑 片 口 □孫羨詈K/1ヽ 片 日縁部ロクロ、体部ナデ、 8型式 ? 101-12

13 Ic 1働へ‐H4・ Ⅲ 口縁 ～ 憾 剖

`片

口/7口 (同転台)調整 101-13

14 10A― H2・ IVε 詣 泉窒 系 碗 口縁 部 小 片 舘畜 弁 支 101-14

15 J-162 10A―Hら・V 青磁 語 臭窯 系 )碗 口縁 言Б刀ヽ 片 弁 支 101-15

16 子-34 10A―H4・ Ⅲ 青磁 龍 泉 ミ系 ) 碗 口縁 音阿 片ヽ 書‖花文 ?

17 1う 10A Ⅲ層 青磁 (龍泉窯 系 ) 碗 体 吾低′卜片 算 弁 文 101-21)

10A‐15・ Ⅳ a層 青 磁 龍 泉 窯 庇喜B/卜 片 101-21

19 J… 159 10A― 14、 5。 Ⅱ層 青磁 (同 安 窯 系 口孫乗詈Ъ/1ヽ片 櫛目文 101-22

Ic 139 10A― H2・ Ⅲ 中 |工 | 天 目硫 口縁 言【ガヽ 片 101-17

Ic-140 中国 | 幣 口縁 部 小 片 語諸茉由 101-18

チー33 白磁 中国 )四 耳 重 底 音[/1ヽ 片
4・ Ш層 白磁 中国 )碗 か皿 口縁 詈ド/1ヽ片 口 介

И 0体G5・ IV 白磁 中国 )皿 虞喜ほ1/5

OA 13・ Ⅲ、Ⅳ層 瓦質 土 器 ・火 鉢 体 部 小 片 lk而ヘラミIIキ .蜀″マスタシブ・円形H古付Vイ翼1離 )、 7R函すテ 101-25

K29 10A14・ Ⅲ 中央 部 のみ 66+ 15 39宣 +テイサイ ト雪癬灰岩 101-26

K32 10A‐ H4・ Ⅳ 端 部 のみ 48+ 1(b富 +、 テイサイ ト 101-27

石 製 品・ 砥石 端 部 のみ 39+ 4う 29+ 59宣 +、 デイサイ ト質凝灰岩
OA― 2・ IV 石 製 品・ 銀 葉 ? 小 片 う2+ 36+ 07+ 12富 +、 結 晶 片岩 (緑泥 石 片 岩 ?)
10A― 14・ IV 石 製 品・ 銀 棄 ? ホ∫キ 写 真 のみ

第341図  10A区  基本層出土遺物 (1)
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2.基 本層か らの出土遺物

基本層中からの出土遺物のうち図化できたものは約300点 (第341～ 354図 )である。

第341図は10A区の陶器・磁器・瓦質土器と石製品である。常滑産甕・龍泉窯系青磁蓮弁文碗・白磁口禿皿など13世紀

代のものが多い。なお、J-159青磁碗 (19)は同安窯系、Ib-7(25)は 外面に菊花文や円形貼付文が施された瓦質の火鉢

である。なお、Ic-137古瀬戸四耳重 (6)、 中国福建地方の製品と推定される Ic-140緑釉盤 (21)、」-33白 磁四耳壺

0                        10cm

0               2cn

―

驚

」

血 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
法 畳 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版口径 底 径 器 高

| C13 16へ‐H2,V層 土師器・不 ほば完形 162
外面に軽い段 '平底風丸底、日縁～体部ヨヨナ
デ→ヘラミガキ、底部手持ヘラケズリ→ヘラミ
ガキ、内而ヘラミガキ・黒角帆理、白糾徽昌

101-3]

2 C‐ 11 10A H 2・ V層 土師器・邦 Iあ (126)
日縁～体部外画ヘラケスリ→ヘラミガキ・黒色

皿却、内面ヘラミガキ・黒角処理、白併微昌
101-32

3 C‐ 12 10A12・ V層 1氏言Б4ノ/5 外 面 ハ ケ メ、 内面 ヘ ラナデ 、 白針 仙 量

4 D81 10A― M7・ Ⅳ 層 赤焼 土器 ・ JITh lμ ロクロヨ]整 101‐ 34

5 D8 10たH4'V層 /4 (150) ロクロ調整、冬部外面下半ヘラケズリ 101-35

6 10A J 4・ V層 須恵器・邦 底部 1/4 (100)
ロクロ調整、底郡切離法不明→底～体郡
下半同蟻ヘラケズ

')、
白斜微畳

101-36

10A H 2・ V層 3/4 134 ロクロ調整、付言台

8 E21 10A H 2'V層 須恵器・邦 1/_R 148
ロクロ調整、静止糸切→底部周辺～体部下半
手持ヘラケズリ、白針微量、底径/日径068

101-38

9 E-19 10A―■4,V層 須恵器・邦 底部 lrr2
ロクロ調整、静止糸切→周辺手持ヘラケ
ズリ、林部下端一部ナデ

101-39

径

Nb‐ 44 10A― lBI濤 年 形 0 -40

I Nb-46 10A Ⅲ層 銅 製 品・ 銭 管 イЦぼ 完 形 23宮 + 阜 宍 涌書 (北 末・ 初併 1039年 0

Nb-48 10A12・ Ⅲ層 鋼 製 品 ・ 完 形 28宮 熙 寧 元 暫 (北 朱・ 初併 1068年 10

Nb‐ 45 10A― 側濡 完 形 27富 元 祐 通 奮 (北 宋 。初鋳 1086年

第342図 10A区 基本層出土遺物 ¢)
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第 8節  10区全林の出土遺物と基本層からの出土遺物
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雌 全録に 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
量  (clla)

調 整 ・ 特 徴
写真
図 肺幅 厚 さ

N274 10A12・ Ⅳ 層 十 頭部幅0 9cm、 彼 + 102‐ 1

Na 82 10A 4・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 34+ 102-2

N体 39 10A― Ⅱ層 35+ 07 g百言K幅 1 0cm、 4Fr+ 102-3

4 10A12・ Ⅳ 頭 ～ 中央 部
~4亘
の み 102-4

5 N仔62 頭 ～ 中央 部 44+ K)7cm、 5富十 102-5

6 Na 68 ほとぎ完形 45 05 頭部幅0 8cm、 4宮

7 48+ 屈 曲 、頭 部 中層1 0cm、 5宮 + 02-7

R Na‐ 66 OA 2・ Ⅳ 層 鉄 製 品 ・ 釘 47+ 頭 音Б幅 0 8cm、 4Fr+ 02-8

Na 75 OA 2,Ⅳ 層 鉄 製 品 ・ 53+ 頭 音Б幅 0 9cm、 4宮 + 102-9

Na-47 OA 3・ Ⅲ・Ⅳ 50+ 函
=は
幅0 9cm、 4富 + 102-10

11 Na 40 OA Ⅱ層 4b 49+ 頭 詈Ⅲ中昌1 0Cm、 7g十 102-11

12 Na 49 OA-1 う V層 後 製 品 。釘 頭 ～ 中央 部 h3+ 0 扁 由 、 6宜 + 102‐ 12

13 Na‐53 鉄 製 品 ・ 釘 ? 端 部 欠損 19+ 05 И宜+
14 N269 2・ Ⅳ 層 鉄 製 品 ・釘 ほぼ 元 形 97 07 頭 言Б幅 1 lcm、  11富

15 Na 61 10A‐ 12・ Ⅳ層 鉄 製 品・ 釘 9/10 93+ 頭 言Б幅 1 2cm、 確 + 102-15

Na―郭 10A12,Ⅲ 層 95+ 頭 言bttl lCm、 16g+ 102-16

17 N卜72 10A12・ Ⅳ 層 66+ 04 豆巨吾K贈畠0 9cm、  6宣 + 102‐ 17

Na‐ 38 頭 ～ 中央郡 64+ 4 + 102-18

Na 55 イまぼ完形

Naう R 10A― 2・ Ⅳ 層 鉄 製 品 ・釘 65+
Na-67 10/ゝ‐2・ Ⅳ 層 鉄 製 品 ・ 釘 53+ 7cm、 4自+ 102-21

Na 65 10A― 2・ Ⅳ層 宇 形 頭 102-22

N盗 70 10A‐ 2・ Ⅳ 層 415 56+ + 102-23

Na‐ 51 10A‐ 狽」澪 ほぼ 完 形 7 102-24

Na 76 中央 部 40+ 十 0クー30

N249 10A― GH14 5・ Ⅲ層 中央 モ 59+ H富 + 102-2

9‐ Na=翻 10A12・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 ～ 中 奥 乱 6呈十 頭 音Ь幅 0 8cm、  策 + 102-26

Na 77 10A12・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 53+ 屈 + 102‐ 27

Na 57 10A 2・ Ⅳ層 鉄 裂 ほぼ 字 形 102-28

Na‐ 54 10A Ⅳ 層 ほぼ完形 102-29

31 Na 41 先端・ 茎 欠損 30+ 豊 又式 4宜十 1(39_3

Nか 84 OA‐ H2・ IV層 鉄 製 品 ・ 刀子 中央部 為3+ 10富 + 102-32

第343図  10A区 基本層出上遺物 俗)
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(22)な どがH,I,G―牛5グ リッドから出土している。この付近にはⅣb-2期 の有力な建物である10A― SB12・ 13・ 15が位

置しているのでこれらの建物との関連性が考えられる。

第342図 はlm区の土師器・須恵器・金属製品 (銭貨)であるが、前節で述べたように土師器・須恵器の一部はlm

―S11の 出土遺物に含まれる可能性がある。銭貨は北宋銭など4点である (Nb-44～ 46・ 48、 10～ 13)。

第343・ 344図 は10A区の鉄製品であるがその大部分が釘で、出土地点・層位は 12グ リッドのⅣ層に集中している。

12グ リッドで検出された10A― SK14・ 15か らも多くの鉄釘が出土しているので、それらとの関連性が考えられるが、

鉄釘が集中する原因については確定できない。

第345図 は10B区の陶器・磁器 。瓦質土器・石製品である。陶器は常滑産の片口鉢と甕が多いが、 Ic-538(4)は

玉縁口縁壺と考えられる。 Ic-174渥美産壼 (17)は肩部に劃花文が施されている。J-44(26)は 中国産の青白磁

梅瓶で、H-5グ リッドからの出土である。前述した10A区の遺物と同様にⅣb-2期の建物との関連性が考えられる。

石製品K-37(28)は複数の花弁が陽刻されており、土師質土器や瓦質土器などの施文の際に使用されたスタンプ状

のものである可能性がある。K-38(29)は滑石製の石鍋と考えられる。
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血 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 。 特 徴
写真
図版長 ё 幅 厘 声

: Na-81 r? ～ 中 宴 言К 97+ 11 0
"宣
+ 102-33

Na 73 83+ O+ 102-34

Na 4 OA 12・ Ⅲ 74+ 5FF十 102-35

4 Na‐ 63 lm―12・ Ⅳ 65+ 頭部幅 1 2cm、 6Fr十 102-36

5 Na 85 10A H5,Ⅳ層 中央部 63+ 12宮 + 102-37

6 Na‐ 46 10A13・ Ⅲ・ Ⅳ層 鉄 製 品・ 釘 中央 部 72+ 屈 曲 、 7宮 + 102‐ 38

7 Na 50 5台 + 函乱に属1 lcm、  10宣 +
子ヽかR0 中 央 吾低 2+ 7FF+

OA― H4・ IV 中央部 5り + 3宜 +
Na 60 OA■ 2,IV 中央 部 57+ 6富十

11 Na 48 OA―15,V 頭 ～ 中央 郡 40+ 102‐ 43

Na 59 10A-12・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 中央 ～ 先 端部 56+ 3g+ 102-“

Na 79 lm―H4・ Ⅳ 鉄 製 品・釘 4R+ acln、  h宣 + 10分-4う

Nからh 49+ 1 3cm、 9宮 + l12-46

Na 78 ～ 中央 + 7宣 +
Na 71 OA■ 2・ Ⅳ 鉄 製 品・ 釘 4b 57+ 3富 +

第344図  10A区 基本層出土遺物 御)
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No 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度 調 整 ・ 特 徴
写真
図版□ 径

1 Ic-189 102‐ 49

ク Tc l OB― Iり・Ⅲ層 口縁 喜Б小 ナ十 大窯 3袴期

10B16・ Ⅲ層 陶器 (古瀬戸 | 折縁深皿 日縁と【lJr8
`199Ⅲ

灰 釉 、 中 Ⅱ期 102-51

4 Ic-538 10B H5・ Ⅲ層 陶器 (常滑)玉縁 日縁豆 口縁 音[/1ヽ片 ヨコナデ、内面に灰オリーブ色の自然釉 102‐ 52

5 Ic-173 10B― Ⅲ、 Ⅳ 層 陶器 (東 海 鉢 底言Б1/3 (146) 回クロ調整、体部上半ナテ.下半回転ヘラケズリ、内面層減、山恭碗窯系 102-53

6 Ic-18] 10B17・ Ⅳ a層 陶 器 常 滑 片 □ □綴 喜低′ト 回/7口認啓 10,_54

7 Ic-180 OTI_子 7・ F′a層 陶 器 常 措 片 口 口綴 将K/ト 回クロ調啓 102-55

8 宵 浩 片 □ 回綴 喜ほガ ロクロ調零 102-56

OB 17・ Ⅲ層 陶 器 常 滑 牽 口綴 音【/1ヽす十 ヨコナテ、 4型式 102‐ 57

10B‐ 18,Ⅳ a層 陶 器 常 滑 甕 口縁部 /1ヽナ十 ヨコナデ、内面に灰オリーブ色の自然釉、4型式 102-58

1] Ic‐ 179 10B H5・ Ⅳ a層 陶 器 常 滑 甕 口縁 言Б/1ヽ片 ヨコナデ、 5型式 102-59

Ic-177 10B― 19・ Ⅳ a層 陶 器 常 滑 甕 口縁 音Б小 」「 ヨコナデ、6aる 102-60

t3 Ic-176 10B‐ C6・ 3′a 陶 界 常 浩 零 □綴 青低′ト ヨコナ手、 7 1031

t4 Ic-175 常 浩 牽 口繊 ～ 体 耳Ь片 日・ 妊自髯Ьヨ コナ テ 、 伝 ヨ

`ナ

テ 、 6a型 貢 103-2

訂器 常 滑 終 すテ、簾状禅印 1033
10B H6。 Ⅳ a層 陶器 (常滑 甕 体部 /1ヽすキ ナデ、格子状押印 103-4

Ic‐ 174 10B18・ Ⅳ a層 陶 器 (渥美 士笠 体 音阿 片ヽ ナデ、言J花文 103-5

Ic-169 10B‐ Ⅱ層 器 (在地・白石 )甕 口縁 音Б/1ヽ 日・ 頚郡 ヨコナデ 103-6

Ic‐ 184 10B18・ Ⅳ a層 存ll・ 白有〕片日( □綴 善Kホ 片 回クロ (同環台)調 03-7

Ic‐ 171 llll・ 白石〕片 E 回綴 ～ 燃 認 片 回クロ

存 lllI)片 □修 □緑 ～体 部 片 ロクロ (回転台)計籍 103-9

妨 10B156・ IVa層 青磁 (龍 泉窯 系 )跡 口綴きБ/1ヽ片 103‐ 10

10B H5・ Ⅳ a層 青磁 (青目泉窯 系 )碗 口縁 音[/1ヽナキ 豊J花文 103-11

И 」-43 10B‐ 18。 Ⅳ a層 青磁 (龍 泉窯 系 )碗 口縁 音阿 片ヽ 鏑 蓮 弁文 103-12

J-19 10B18,9・ Ⅳ a層 青磁 (龍泉窯系)折縁皿 口縁部小片 03_13

吉 白 膨 r山 国 涌ヽ 鴻 V 0314

"

ロクロ謝啓?休而富烹スタシブ,円形H古付すR離Ⅲ、山面円形ll付支 1()315

B15・ Ⅳ 層 万 製 品 ・ 田検 禾 BR 小 片 長29+ 幅30+ 厚16+ (31富 +)、 スタンプ状、輝岩 (輝石のみからなる) 103-16
2り K38 10B■ 9・ 5a層 石 製 品・石 鍋 口縁 音[/1ヽ片 局20+ (4腋十 )、 糸き晶片岩 103-17

第345図  10B区 基本層出土遺物 (1)



第4章  10区の調査
第8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物

第346図 は10B区の土師器・須恵器・石製品 (砥石)である。土師器や須恵器はVa層 とVb層 中から出土している

が、Va層 とVb層は畑の耕作土であるので、下層から巻き上げられたものと考えられる。

第347図は10B区 の金属製品で、10A区 同様に釘が多いが、1。 2の鉄鍋、3の八稜鏡の破片なども出土している。銭貨

は唐銭・北宋銭 。明銭など 7点である (19～ 25)。

[三 二二 ]113

==

14

0                        10cm

鯵

鞘

血 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 畳 (cm)

調 整 。 特 徴
真
版
写
図口径 底 径 器 高

1 10B H 7・ Va層 須恵器・郷 (144)
ロクロ調整、底郡切離法不明→底部～体
喜【下端同環ヘラケズ

')、
虞径 /国客058 10318

2 E32 10B‐ 19・ IVa掘 須 恵 器・ ITH 71 ロクロ調整庶蔀切離滋不明→同転ヘラケズリ、虎径/日経051 103-19

3 E―

"
10R_宮 h・ Vヤ 密 煮 抱 15 ロクロ調整 103-20

4 10R T 9・ Vz 1′ (164Ⅲ 105 ロクロ調整、庇部切離法示明→回転ヘラケズリ、底径/日径061 103-21

} 1/4 ロク ロ調 整 、 回転 ヘ ラ切 、 白針 微 量 103-22

10B18,V層 ロクロ調整、白針微量 03_94

7 10B― H7・ V 須 恵 器・ lTh 1/4 /2) ロクロ調整、ほ部切離法不明→ナデ、自封微量、 03-25

8 E23 10B― 17.8・  Va層 須 恵 器 ・ tTN 下 モ つ r9m ロクロ謝率庄都切離常禾明→回転ヘラケズ|→一部ナギ、自f鰍量 03‐ 26

E‐30 10B16.8・  たヽ 須 煮 台 係 撹

`821
ロクロ調整、R部切離法禾明→回転ヘラケズリ、付高台、白針紋量 103-27

10R_子 9・ V 口 1/4

`27m
ロク ロ調 整 、外 面 タ タキ痕 、 白針 微 量 103-23

C-15 10B17・ Vb層 土師器・碗 3/5 (178)

日縁部外面ヨヨナデ→ヘラミガキ、体部ヘラケ
ズリ→ヘラミガキ、底部ヘラケズリ→粗いヘラ
ミガキ、内面ヘラミガキ・黒色処理、白針少量

K36 10B15。 Ⅲ層 石 製 品・ 砥 石 端 郡 のみ 夕R+ ∫軍4R 795g+、 砂岩 (И=2

K70 10B18・ V層 石 製 品・ 砥石 孝目 102-ト 2~う宣+、 テイサイ ト 1043

K34 10R_Π 層 石 の み 岳50+ 18
"宣
+、 デイサイ ト 104-4

第346図 10B区  基本層出土遺物 ¢)
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No 登録瞼 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
演 畳

調 整 ・ 特 徴
写真
図版□ 密

1 Na 113 10B■ 9・ ]′ 回緻 吾低川ヽ 片 40+ 3/宣十 104-5

2 N卜 122 日緻 吾b月 片ヽ 22+ 15宣 + 104-6

3 卜nっ 59 OB‐ Ⅳ 層 1/8 径 ,享02 5FF+、 八稜鏡 104,

長 さ 幅 厚 さ

4 Na 2 10B― G6・ I'薯 鉄 製 品・ 釘 ? 端郡 欠損 Rl+ 05 04 6営 + 104-7

5 N t24 OB‐ Ⅳ層 頭 82+ )8 豆営吾

`幅

1 4cm、 35富 十

6 Na‐ 112 10B18'V 59+ 05 04 /宜十 104-9

7 Na l14 52+ 頭部幅 1 0cm、 7g+ 104-10

8 N21 ほぼ 完 形 頭部幅0 9cm、 4富 +
Na‐ 191) OB 18・ 3' 鉄 製 品・ ◆ 頭～ 中央部 49+ 頭部幅 1 0cm、 確 + 4

0 Na l17 Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 頭 ～ 中央部 49+ 函 1 3cm、  10宣 +
11 N 5・ Ⅳ層 鉄 製 品 。釘 4夕+ 04 03 1 0cm、 3宣 + 104 4

12 N l 10B■ 7・ Ⅲ) 中 央 言Ь 60+ 5 扁 雨 、 H宣 + 104-20

13 N 5 頭～ 中央部 33+ 頭部幅 1 lcm、 6宮 十 lM‐ 15

14 Na‐ 頭～ 中央 部 30+ 頭部幅0 9cm、 5富 + 10/4-16

S Na OB‐ ・ Ⅳ 中央部 34+
6 Na 9 9・ Ⅳ 鉄 製 品 。釘 頭～ 中央部 32+ ラ百菩低幅0 7cm、 5宣 + 104‐ 1

7 Na‐ 6 8。 Ⅳ層 鉄 製 品・ 釘 クR+ 8cn、  9宣 + 104-19

Nb 52 10B―  Iチ冒 £Π梨吊・蝉管脱□ ,XtFi言形 77 日径0` 川ヽ 日径09 7宜 104‐ 22

径 重 量

19 NIb‐ 56 年 形 23富 開元 通 奮 (唐・ 初 鋳  621年 ) 104-23

卜』っ-55 7・ Ⅲ 24富 + 開元 通 賓 (唐・ 初鋳  62 04_9イ

卜刊D-57 OB 19・ Ⅲ 鋼 製 品 ・銭 字 形 232 呈 宋 曹 (ヤ 笑 ・ 和 篠 1039年 ) (14-25

Nb-54 10B■ 7・ Ш層 銅 製 品 ・銭 完 形 ク4 夕7宣 10394F) 1(】-26

Nb-58 OB‐ H9・ 5a層 写 形 25 23宮 元 害 涌曽 (封 L宍・ 初鋳 1078年 ) y‐27

劉 Nb-53 10B Ⅱ層 展↓ギ年形 23 27宣 + 洪 武 涌 管 (明・ 初鋳 1368年 ) Э4-28

Nb-60 完 形 22宮 洪 武 涌奮 (明 ・初 鋳 1368年 ) 104-29

第347図  10B区  基本層出上遺物 0



第 4章 10区の調査
第8節  10区全林の出土遺物と基本層からの出土遺物

第348図 は10C区 の陶器 。磁器・土師質土器・瓦質土器・石製品で、他の調査区同様に13世紀代のものが多い。」―

48青磁 (17)は牡丹唐草文が貼 り付けられており、深鉢と考えられる。

第349図は10C区 の石器・石製品と金属製品で、K-43(1)は火打石と推定される。金属製品は釘が多いが、銅鏡が 2

点出土している。Nb-67。 77(20。 19)の銅鏡は、共に114グ リッドから出土しているが、これは城館中央の曲輪内部に相

当する位置である。Nb-77(19)は鏡背を上に向けた状態でⅣ層中から出土したが、埋納したような土坑のプランは確

認できなかった。「擬漠式鏡  I類」(註 3)と呼イぎれる鏡式で、内区には前面に竹垣と右下から左上方へ展開する松樹、

左下には双鳥が配置される立体的な構図となっており、幅広い外区には鋸歯文帯が重ねてめぐらされている。鉦座は

花蕊座であるが蕊頭は珠文帯化している。外区に 2孔 と錘座の脇に 2孔、紐かけ用と考えられる孔が穿たれている。

層位・遺構 土師器 須恵器
焼

器

赤

土

質

器
14H戸 百製湿 木製湿 土製品 鉄津 その他

皿類 他 鉢 甕壷 壷甕 鉢 甕 鉢 甕壷 陶磁器 器
器
磁
土
陶 鉄 銅

23 6 1 3 近世 1 ち 3 3 10

Ⅳa層 馬の歯

17 1 3

2 1 5 11 2 5 3 1 2

馬の骨

SD4 2

SD13 1

1

1

2

9B‐ SD8

7

馬の雷

2

1

総数

1077 676 3912 13773 16釣 1123 t6 99

表109 10C区 遺物集計表
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ゼ≡≡]十

~〔

18 戸 訂

電 死

肩 2司3F

ラ死

▽ ▽系 廼【死

0                        10cm

―短疹ロー

卒 1ゝ
1 25

杉彩デ貢
＼

阻 登録 hTo 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版
写
図口径 底 径 器 高

Ic-209 10C― 114・ Ⅲ層 陶器 (常滑 ) 日縁 ～体 郡 片 口・ 頚 郡 ヨ コナ デ 、体 郡 ナ デ 、 5型 式 04_30

2 Ic-539 10C IJ14・ Ⅳ 層 陶 器 常 滑 ) 日縁 音Б/1ヽ片 ヨ うT_l 04-3

3 Ic-537 10C― IH・ Ⅳ層 陶 器 常滑 ) □綴 嗣 、片 ヨコナギ、6attrt (�‐32

4 Ic‐ 207 10C― I,冒 陶 器 濯 幸 口綴 言Ь′卜片 ヨ コ
―テ、体ヨ

`外

向に琶炭伯の日然釉 104-33

5 Ic-208 10C_■ 14・ Wa層 陶 米 (存 , 口 鉢 口縁 喜【/1、 片 ロクロ (回転台)調雫 104-35

6 「c-20為 IH l10,II層 陶器 (存 lJl・ 白石)叶 日鉢 口縁とBを 片ヽ ロク ロ (回転 台 )調 整 10牛 36

7 rc-241 C―HH・ 4b層 陶器 (存加 )片 口鉢 体 部 /1ヽ片 ロクロ(回転台)調整、内面に5本 (?)単位の櫛目'磨滅 104-34

[c-232 10C― I J13 14・ Ⅲ層 陶器 (古瀬 戸 )梅 瓶 日縁 言Бガヽ 片 灰 釉 、 中 Ⅱ～ Ⅲ期 M-3R

9 Ic-555 10C― ■

'詈

陶器 (古瀬戸 )梅 瓶 口縁 言Б1/4 r47ヽ 灰 来曲、 中 H～ (14-39

Ic-231 10C― Ⅱ,冒 陶器 (瀬戸 )天 目碗 1/Fa

`132ヽ

朕和 、袴 Ⅲ期

11 Ic-239 OC― 114・ Ⅳ a層 陶器 (百瀬戸 )折縁沫皿 日綴 将低川ヽ 片 灰 釉 、 中 Ⅱ期 104‐ 40

12 Ic-234 日縮鮨 [7jヽ ナ十 灰ズと、 中I期 104-41

16 Ⅲ層 青磁 (語 泉窯 系 )続 日縁 言Б/Jヽチ十 鏑 革 弁 文 1053

10C― H12・ 4b層 青磁 (龍 泉窯 系 )碗 日縁 言Б小片 き」花文

lCIC 1 10。 Ⅳ層 青磁 (龍泉窯系)祈縁皿 口縁 部 /1ヽ片

10C― Ⅳ a層 青磁 (龍泉窯 ラ ′貫再K― 書‖″支

17 OC I 2・ Ⅳ層 青移 (語泉 ′ 片ヽ 唐 章支 105-2

続 力ゝ 国綾 召

`小

片 口 芥 105-5

19 (て :―日 ・ IV 白磁 (中 国 ) 皿 口綴 部 小 片 口禿 105-7

OC I V層 白磁 (中 国 ) 皿 口縁部 1〃

2 10C Ⅳ a層 白磁 (中 国 ) 小 杯 底 音Бl12

Ia 18 10C‐ 114・ Ⅳ層 土 師質 土器 。皿 1/4 夕Ol 7 ロクロ調整、糸切

Ib-46 10C― C,H13.14・ Ⅲ 体 乱 /卜片 外 南 ナ テ 、 肉 血 磨 肺 櫛 日 105-10

И C-16 OC H14・ V層 脚部 3/5 r108 外面 ヘ ラ ミガ キ 、 内面 ヘ ラナデ 105-12

25 K-40 OC‐ Ⅱ層 石 製 品 。砒 石 端部 のみ 長 52+ 幅22 彊言15 デイサイ ト質疑灰岩 105‐ 13

K-41 OC― G H14・ Ⅲ層 石 製 品・ 砥 石 端部 のみ 幅31 涯ヨ22 53富 +、 デイサイ ト質疑灰岩 105-14

K42 10C G H14・ Ⅳ a層 石 製 品 。砥 石 ほぼ 完 形 長95 幅46 涯量25 160宮、デイサイ ト質凝灰岩 1051

第348図  10C区 基本層出土遺物 (1)
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第 4章  10区 の調査
第8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物
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XTo 登録No 地区。遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
量  (cm

調 整 。 特 徴
写真
同 肝幅 厚 さ

K43 OC H14・ Ⅳa層 石 製 品 ・火 打 石 字 形 16富、碧 玉 質材 05-34

2 K39 OC― 狽け吾 石器 ・石 鏃 其 部 端 部 欠損 195 (+ 05宮 +、 碧 玉 105-35

3 Na‐ 7 1(℃_6H1314・ Ⅲ怪 儀 製 品 ・ 刃 千 事 57+ ]hg+ 105‐ 26

4 Na OC-6H14・ IV且層 鉄 製 品・ り,十 中央 部 72+ 04 122+ 10527

5 頭 ～ 中央 郡 29+ 05 頭部幅0 7cm、 3富 + 6

Na‐ OC GH13・ Ⅲ層 鉄 製 品 。釘 中 33+ 07 3富十

7 Na OC GH14・ Ⅲ層 鉄 製 品・ 釘 39+ R

Na OC― Ⅲ層 鉄 製 英 部 46+ 7g+ 9

9 Na OC I t2 Ⅲ 層 鉄 製 品 。釘 頭 ～ 中央 部 56+ 函 専ほ幅 1 lcm、 R宣 + 105‐ 20

Na IH14 Ⅲ 層 鉄 製 品 。釘 中央 部 58+ 5宣 + 105-21

ll Na― OC-6H14・ Ⅲ層 鉄 製 品 ・ 釘 中央 部 50+ 0 7宣 + 105-22

OC― H13・ Ⅳa層 鉄 製 品 ・釘 中 56+ 12富 十 105-23

Na 10C114・ Ⅳ層 鉄 製 品・ 釘 50+ 10

4 Na‐ 31 10C H13・ Ⅳa層 2災夢 英 部 29+ 頭郡幅 1 4cm、 7自 +
15 Na 10C I層 鉄 製 品・ 錬 慕部 欠損 93+ (+37) 3クg+ 105-28

Na 144 鉄 型 品・ 紡 紳 軍 軸 194+ 7宣 + 105-29

17 N件 140 中央 言る 49+ 05 05 1富+ 105-30

8 Nb-7FD ―Ⅱ層 銅 製 品 。煙 管 吸 口 完 形 57 磯日体0` ′トロ径08 8宜、肉ヨ
`に

羅
‐f媛存 105-3i

Nb-77 10C114・ Ⅳ層 銅製品・鏡 ほぼ 完 形 径106 ,軍01 周縁厚06
周縁幅0 2cm、  102g、 紐かけ用子し2× 2、 竹
垣・双鳥、松、擬漠式鏡Ⅱ類

105-32

Nb 67 10C114・ Ⅲ層 鋼 製 品・ 鏡 雀と (96) )享02 H宮 + 105-33

第349図  10C区  基本層出土遺物 12)
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制作年代は鉦座の形態や文様から14世紀前半頃と推定されるが、遺構に伴わないため詳細は不明である。blb-67(20)

も和鏡であるが小片のため文様は不明である。

第350図 は10C区の銭貨で、北宋 。南宋・元 。明の中国銭 5点の他、朝鮮通宝も 1点出土している。

0               2cm

―
阻 登録に 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度

畳  (cm
調 整 ・ 特 徴

真
版
写
図径

1 Nb-69 10C=H10・ Ⅲ層 ほぼ年形 25宜 + 葎 符 7「雪 北 笑 ・ 刑!綴 lⅨ培年 ) 05-36

2 NTb-70 10C― C.H14・ Ⅲ層 銅 製 品 ・銭管 完 形 29宮 テ 豊涌曹 北 夫 ・初 鋳 1078年 ) 105-37

3 Nb-65 10C‐ Ⅱ )詈 3b 16宜 + 紹熙 元曽 南 宋 ・初 鋳 H90年 )
4 Nb 71 10C― C.H14・ Ⅲ層 鋼 製 品・ 銭貨 完 形 23 20富 至 大通イ 元 ・初 鋳 1310年 )

卜Rぅ=h6 10C― TT層 形 35宮 永 楽通 明 。初 鋳 1408年 ) 105‐ 40

6 hllD-6R 形 25g 重日損とi涌 套 ・ 初 繹 14舛年

第350図  10C区 基本層出土遺物 俗)

層位・遺構 須恵器
赤焼

土器

質

器
瀬戸 石製品 木製品 土製品 鉄淳 その他

皿類 他 鉢 甕壺 壺甕 鉢 聖 鉢 褒壷 陶磁器
土器・

陶磁器
鉄 銅

I ■層 10 2 近世陶磁2 2 曼 2 4 焼 骨

「 ぬ層
6 2 2 μ 5

6a層 う

焼骨、馬骨

如 8 2 6 3 2 32

SD4

1

馬の歯

SD23

7 5 馬悪骨、小動Tl昔

SK5 3 2

SBl

SB8

総重量 (宣 ) 2470 7043 5 1046 6908

表110 10D区 遺物集計表
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第 4章  10区 の調査
第 8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物
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0                         10Cm

No 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器種 遺存度
法 量 (Cm

調 整 ・ 特 徴
写真
図版口 径 器 高

l Ic=253 D‐ I層 陶器 (岸 ?)香 炉
2 Tc-25 DG_H15・ Ⅲ層 陶器 (常滑 )蜜 口縞瀞託 ヨコナデ、 5型式 106-2

Ic‐ 24 10D118・ Ш層 陶 器 (常滑 ) 口綴 ヨ

`小

片 ヨコサ手、 5型式 106-3

4 Ic‐ 255 10D― H17・ 5a層 陶器 (常滑)甕 口縁～体部片
口・頚部ヨコナデ、体部ナデ、内外面に

灰オ Iリ ーブ角の自然釉、6a型式
106-4

5 Ic-24‐ 陶器 (常滑 ) 奪 底言Б1/8 ナデ

6 Ic-251 陶 器 (常 滑 )片 口鉢 口縁 ～体 乱
`片

ロク ロ調 整 、 内面灰 白色 の

7 Tc―ク
`

1 Ⅳ 層 陶器 (渥美 )三 口綴 司

`州

ヽ ヨコナデ、内外面灰オリーブ色の自然釉 106‐ 7

Tc― 10D116 7・ Ⅳ層 陶器 (在地 '自石)片 日鉢 口綴
=B小

ロクロ (回転台)調整 106-8

Ic-248 10D― G H16 7,整地層 陶器 (在地・臼石)片 日 □綴 部 小 片 ロクロ (同転台)諦零 106‐ 9

Ic‐ 252 10D― 118・ Ⅲ (7■ lJl・ 白石)片日 口縁 音阿 片ヽ ロク ロ (回 転 台 )調 整 106-10

10D118。 Ⅳ 窒 系 )碗 口縁 音[打 片ヽ 10h-11

OD― 青磁 (兼 泉窯 系 )碗 口縁 詈Бおヽ 舘要 弁 文 106‐ 1

OTl‐ (i 5。 Ⅲ層 青磁 (龍泉窯 系 )碗 口縁 部 /1 鏑喜弁文 106-13

T―為3 ЭD― Ⅱ層 青磁 (龍泉窯系)稜花皿 □縁乱 /1 言」花文 106-14

子‐60 ЭD―115.16・ Ⅲ層 青磁 (寵泉 窯 系 ) 劃花文 106-15

ЭD― G17・ 5a層 青移 (語 具 蜜 系 ) 虎部 1お 暑付 霰 胎 106-16

」-166 DEI G、 H15,16・ Ⅳι 磁 (中 国 )? 小 片 0命_17

〔a‐26 ЭD‐C,H15,16・ Ⅳ層 而管 ■器 ・皿 上部 1/8 イ134ヽ ロク ロ調 整 、一部 ナデ 0

t9 E-41 須点器・ 杯 1珍 45 ロクロ調整、回転糸切、自針微量、底径/日 径03り

長 さ 幅 厚 さ

90 K―∠障 10D=GH 5・ Ⅲ層 石器・磨 裂石 斧 ほ↓ギ宇形 111 230宮、デイサイト質凝灰岩 106-22

K45 10D― H16・ ]警ナ也)冒 端部 のみ 63+ 2 l FN後 +、 デイサイ ト 106‐ 23

10D117・ Ⅳ 層 十 製 品 ・ 〉Ы口 部 分 66+ 睡 (85 92富 + 106%
llb‐ 78 完 形 ぞ吾夕4 23宜、紹 聖元 奮 (北 宋 ・ 初 鋳 1094年 ) 10僑―夕0

И Nb-79 完 形 径24 23宮、皇 宋通 賓 (北 宋 ・ 初 鋳 1039年 ) 106‐ 21

第351図  10D区  基本層出土遺物 (1)
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0                  5cm

血 登録h 地区・遺構。層位 種別 (産地) 器種 遺存度
量  (cm

調 4_k・ 特 徴
真
版
写
図幅

l N卜 165 事 41+ 3宣 +
Nra 1 53 ・ Ⅲ層 鉄 |_j品・ 火箸 ? 頭 ～ 中央 部 37+ 04 令伝に楡り、3富 + 106-26

Nμ 159 10D11516。 Ⅲ層 頭 ～ 中央 部 47+ 10 頭郡幅 1 2cm、 10FF+

4 Na 152 lllEI GH17・ Ⅱ層 頭 ～ 中央 部 49+ 07 頭 言Б
「
幅 1 0cm、 7宮 +

5 Na 150 10D― GH15,Ⅲ 層 鉄 製 品・ 釘 頭 ～ 中央 郡 69+ 雨 菩K幅 0 9cm、  1,g+ 10h_ク 9

6 N卜 156 10D― GH15・ Ⅲ層 鉄 製 品 。釘 豆百―  「, 67+ 0ら g+

7 N卜 160 ltj19■ 1う ,16・ 皿 ザ曽 鉄 製 79+ 2 0 富+

N2_157 0呂 + 12 10宜 +
9 Na163(1) 中央 部 37+ 2富十

0 Na163② 10D‐ CH16 17・ 整地層 中央部 35+
ll N卜 162 10D G16・ Ⅳ b層 頭 ～ 中央 部 27+ 頭 言Б幅 0 8cm、 2富 +
12 N卜 151 10D‐ GH16・ Ⅲ層 鉄 製 品・ 釘 頭 ～ 中央 郡 34キ 07 覇 菩ほ幅 1 0cm、  4g+ l oFa-3為

13 N径 158 10D― GH16・ Ⅲ 儀 輿 活 中 喫 乱 3h+ 0 ら宣+ 106-37

14 N卜 161 29+ 05 宜 +

5 N21 中央 部 51+ 5宜 +
為 Na l D116・ Ⅲ層 頭 ～ 中央 部 47+ 頭部幅0 9cm、 7富 + 106-40

7 Na 155 10D‐ GH15・ Ⅲ層 中央郡 47+ 10 12富 +
N件 166 10D G16・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 頭 ～ 中央 部 60+ 10 屈 曲 、 12宮 +
Na 167 10D118・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 中央郡 49+ 隔 ,Ocm、  1う 宣+ 偽-43

Nb 80 10D‐ Ⅲ層 台 月期¬

`3/4
「司
`径

2 下司

`径

4 扇25 g+ 6-44

第352図  10D区  基本層出土遺物 似)

第351・ 352図は10D区の遺物で、青磁は蓮弁文碗のような13世紀代のものの他に、J-70(第 351図 16)のように高

台の幅が広く畳付が露胎となっている14世紀代と推定されるものも含まれている。鉄製品は釘が大部分であるがNa

-153(第352図2)は捻 りが加えられてお り、火箸と推定される。配 -80(第352図 20)は亜字形花瓶か飯食器の脚

台と推定される。

第353・ 354図は10E区の遺物である。青磁はJ-79・ 78(第353図 1・ 2)の鏑蓮弁文碗や、J-80・ 84(4・ 5)のよう

に釉が厚く高台幅が狭い碗があり、J-83・ 82(7・ 8)の 白磁口禿皿と共に13世紀後半頃と考えられる遺物が多い。

瓦質の火鉢 Ib-21・ 23(18。 19)は、それぞれ雷文・亀甲文のスタンプ文様が連続して施されているが、底部は I

b-22(20)の ような脚付であると考えられる。Na-173(第 354図 4)は破片であるが火打金と考えられる。なお、

銭貨で寛永通費が多いのは近世墓の遺物が混入しているためと考えられる。
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第 4章 10区の調査
第 8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物

層位・遺構 須恵器
焼

器

赤

土

一
一
他

常滑 渥美 東海 在地

瀬戸

その他

石製品 土製品 鉄 津 その他
皿類 鉢 甕壷 壷甕 鉢 甕 鉢 甕壷 ll磁誘

土 器
鉄 銅

整地層 I 2 焼

9

5b層 1

SDllX15 17 3 3 2 3 1 3 5 近世陶磁2 1 2 2 17 1

焼骨多、馬歯

骨、小動物骨

1

SD12 馬の召

SK4 〕

SK7 近世陶磁 1 6 1

3

1

SKttD

SK28

10 〕 1 1 17 焼骨多

その他Ph 2 1

表111 10E区遺物集計表

10D― SEl 出土遺物
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0                         10cm

No 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 。 特 徴
真
版
写
図□ 径 器 高

I 10E‐ Hl19・ Ⅳ 層 青磁 (音旨泉窯 系 ) 腕 口綴 詈Ь川ヽ 片 霊垂至

2 J-78 22・ Ⅳb～ 5a層 青磁 (音自泉窒 系 ) 硫 口緻 詈Ьオヽ 片 107‐ 2

3 J-154 10E‐ 121・ 5a層 青磁 (同安 窯 系 ?)碗 体部 /1ヽす十
4 10E119・ Ⅳ層 青磁 (龍 泉窯 系 )碗 底 部 1/8 畳 付 露胎 107-4

10R― W 青磁 (龍 泉窯 系 )碗 だミ旨Б1/6 畳 付 露胎 107-5

6 1(lE‐ Hl 白確 r中 国 )合 子 拓

7 10E― H21・ 5a層 冊 あ 14ヽ 口禿 107‐ 7

8 lllE‐ I層 白磁 (中「 冊 辰 部 1/4 □茶 ?
9 Ic‐ 276 10E122・ Ⅳ層 陶器 (常滑 )秦 国緻 ～ 体 郡 片 回・ 和 乱 ヨ コ ナ f、 休 ¬

`ナ

手 、 あa瓢 ず 107-9

Ic-277 1配 層不 明 陶器 (常滑 )甕 口縁 ～体 部 片 日・XtBヨ∫ヨコナ手、体日

`ナ

手、内聞自然 fH、 6a4J式

rt‐
_クRク OE‐ Hl 19・ 層不明 陶器 (常滑 )甕 口縁 ～体 部 片 口・ 獲部 ョコナデ 、体 部 ナデ 、 6a型 式
Ic-540 陶器 (常滑 )甕 口縁 ～体 部 片 口・ 頚部 ヨコナデ 、体 部 ナデ 、 6a型 式 107‐ 11

13 Ic-281 陶器 (存 llll・ 白石 )片 回 □綴 髯低′ト ロクロ (回転台)調整 10713
14 Ic-280 10E121・ Ⅳ 層 陶器 (存加・白石)片日 □ ロクロ (回転台)調整 107‐ 14

15 Ic-279 10E Ⅳ層 陶器 (存 IIj・ 白石 )秦 虞音Б1/10 サ 10715
16 Ia-28 10E-122・ Ⅳ層 土師質 土器 。小皿 1/4 ロクロ調整、同転糸切 10716
7 10E119・ Ⅳ層 土師質土 器・ 皿 底郡 1/4 ロク ロ調 整 、 回転 糸切 、 肉 血ナテ 10717

10E‐ H23・ 整地層 瓦質土器・火鉢 上 部 1/6 (1841

1冊 SD8出土破片と接合、ロクロ調整→日縁部
外面ヘラミガキ、体部中位に言文スタンプ、
体部内面ナデ・刷け塗りされた漆状

10718

19 Ib‐ 23 10E C H22・ Ⅱ層 体部 /1、す十 内外面ヘラミガキ、外面に凸帯・亀甲文スタンプ 10719
Ib-22 10E― 122・  整地層 瓦質 土 器・ 火鉢 脚 部 1138Ⅲ 外而ヘラミガキ、内而ナデ 107-20

D79 赤焼 土 器・ 小 皿 1/4 ロク ロ調 整 、 白針 冷粧量

K-47 言部 のみ 54+ (5に +)、 デイサイ ト 107-22

G2 10E119・ V層 而 i 髯K今 R5+ 06+ √]17 凸面縄H口き→スリケシ、凹面布目痕→ナデ、側面ヘラケズリ 107-23
И F‐ 6 10E119_釣・V層 丁 127+ 25+ 厚 14 凸面縄叩き→スリケシ、凹面布目痕、側面ヘラケズリ 107‐ 24

第353図  10E区 基本層出土遺物 (1)
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第 4章 10区の調査
第 8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物

0                          20cm

0                    5伽

0               2cm

―

第354図  10E区 基本層出土遺物 ¢)

(註 1)集計表の「常滑」「渥美」「東海」「在地」産の他、「その他土器・陶磁器」の中の須恵器系陶器 1点を含む。

(註2)産地不明の須恵器系陶器 1点を含む。

(註3)久保智康 :1999に よる。擬漢式鏡 I類は14世紀初頭ごろに出現するとされている。

阻 登録血 地区・遺構・層位 種 別 (産地) 器種 遺存度
法 量 (cm)

調  整 特 徴 真
版
写
図岳 幅 厚 さ

1 Na 10E I"・ Ⅳ 層 78+ 頭 旨胚幅 1 0cm、 (92+) 107-25

2 Na lllE 1 19。 Ⅳ層 頭 ～ 中央部 6呂 + 鷹 巾 、 (10宣 +)
3 N件 1∝―H120。 Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 頭 ～ 中央郡 36+ 強 詈L中畠1 0cm、 (5宣 +)
4 Na 10E I.Ⅲ 層 鉄 製 品・ 火打金 端部 のみ 42+ (り富十) 107-28

K-4る lllE― Ⅱ層 百製 品・板碑 /1ヽ片 113+ 119+ (250宮 +)、 種字「カ ン |?、 癖灰 質 頁岩

径 重 量

6 XTb-85 10E― Ⅱ層 形 夕ら 8宮 永楽通賓 (明・初鋳 1408年 ) 10‐―

"7 Nb‐ 86 10E― Ⅱ層 形 4084F)

Nb 94 10E122・ Ⅱ層 ほぼ茅形 16富 + 40R4F)

9 XTb-93 1帆■ 22・ Ⅱ層 銅 製 品・ 銭管 完 形 34宜 雪永 涌警 (古官 永 儀 ) 7-32

Nb‐ 92 10E122・ Ⅱ層 鋼 製 品・ 銭貨 完 形 28富 曽 美 涌 書 r古曽 莱 催 ヽ 107-33

Nb RR 10E― Ⅱ層 鋼 製 品 。銭貨 完 形 32宮 寛永通奮 (古貨 永銭 ) 1餌 34

2 Nb‐ 91 贋 贋 字 形 25 30宮 + 寛永 通賓 (古寛 永銭 ) 107-35

13 卜調D-87 10E― Ⅱ層 纂 形 36g 寛永 通賓 (古寛 永 銭 ) 107-36

14 Nb 90 10E‐ Ⅱ層 字 形 25 3S宣 i踊暫

15 Nb-89 10E I層 24富 + i南箸
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